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報
広

笠間市

2008年・スタートダッシュ！

○市県民税・所得税の申告

○《市政懇談会》開催経過

新春を迎え（年頭あいさつ）
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第２回かさま陶芸の里マラソン大会〔12／16、笠間芸術の森公園〕



立
病
院
の
経
営
形
態
の
見
直
し
、
料
金

な
ど
未
統
一
事
業
の
調
整
等
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
と

21
年
度
に
お
い
て「
ま
ち
づ
く
り
特
例

市
」
の
指
定
を
受
け
、
権
限
委
譲
の
も

と
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
が
、
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
し
て
い
く
必
要
性
か

ら
、
職
員
の
研
修
や
派
遣
等
を
積
極
的

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
春
に
は
、
北
関
東
自
動
車
道
桜

川
筑
西
Ｉ
Ｃ
〜
笠
間
西
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通

し
、
23
年
度
の
全
線
開
通
に
向
け
て
広

域
交
流
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
百
周
年
祭

に
合
わ
せ
、
稲
田
み
か
げ
石
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
向
け
て
出
航

し
ま
す
。
そ
し
て
、
合
気
道
の
世
界
的

な
広
が
り
、
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
国

際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
の
開
催
な
ど
、
笠

間
市
は
ま
さ
に
国
際
文
化
・
芸
術
の

ま
ち
と
し
て
歩
み
出
し
て
い
ま
す
。

『
文
化
交
流
都
市
』、
こ
の
将
来
像
の
実

現
に
向
け
て
市
民
と
行
政
が
連
携
し
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
笠
間
市
の
輝
か
し
い
未
来

に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
う

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

る
交
付
税
の
削
減
、
国
・
県
の
補
助
金

や
事
業
の
見
直
し
・
廃
止
な
ど
大
変
厳

し
い
も
の
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
笠

間
市
と
し
ま
し
て
も
、
行
財
政
改
革
の

断
行
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
・
拡

大
、
補
助
金
の
見
直
し
等
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、今
後
も
効
果
的
・

効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
た
施

策
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
上
位
計
画
で
あ
る
笠
間
市
総
合

計
画
で
は
、「
に
ぎ
わ
い
の
創
造
」、「
や

さ
し
さ
の
創
造
」、「
ふ
れ
あ
い
の
創
造
」

の
三
つ
の
基
本
方
針
の
下
、
将
来
像
を

「
み
ん
な
で
創
る
文
化
交
流
都
市
」と
し

て
お
り
、
こ
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民

と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」の
運
行
、
岩
間

支
所
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活

用
、
企
業
誘
致
の
強
化
、
子
育
て
支
援

事
業
の
重
点
施
策
へ
の
位
置
付
け
、
市

行
っ
た
ほ
か
、
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
対
す
る
助
成
制
度
を
新
設
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
か
ら
11
月
ま
で

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
、
多
く
の
団
体

の
皆
様
か
ら
貴
重
な
意
見
を
賜
り
ま
し

た
。
同
時
に
、
市
の
厳
し
い
財
源
を
確

保
す
る
た
め
、
市
税
の
収
納
対
策
と
し

て
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
導
入
す
る
と
と
も

に
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
の

封
筒
な
ど
に
有
料
広
告
を
掲
載
す
る
な

ど
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
方
自
治
の
推

進
や
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
様
々

な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
中
、
本
市

の
施
策
が
高
く
評
価
さ
れ
、
地
方
自
治

法
施
行
60
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰
を

い
た
だ
い
た
ほ
か
、
魅
力
あ
る
茨
城
づ

く
り
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
い
ば
ら
き

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
賞
奨
励
賞
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
、笠
間
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
人
口
の
減
少
、

景
気
の
低
迷
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
と
期
待
に

満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
、
市
政
運
営
に

対
す
る
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
、
議
会
を
は
じ
め
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
の
下
、
市
政
の
運
営
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
が
、
こ
の
平
成
20
年
の
幕
開

け
を
、
大
き
な
希
望
と
責
任
の
重
さ
を

か
み
し
め
な
が
ら
迎
え
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
、
市
民
の
皆
様
の

負
託
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

精
一
杯
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
笠
間
市
民
憲
章
と

市
の
花
・
木
・
鳥
の
制
定
、
笠
間
市
総
合

計
画
の
策
定
、
笠
間
市
行
財
政
改
革
大

綱
の
策
定
、
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
を

新
春
を
迎
え

笠
間
市
長

　

山
口　

伸
樹
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市県民税・所得税の
申告時期となりました

【申告の必要な人】
平成20年１月１日現在、笠間市に住所があり、
①営業、農業、不動産、譲渡（土地や家屋などの売り
渡し）などの所得のある人
②年末調整は済んでいるが、給与所得以外に所得のあ
る人
③２か所以上から給与を受けている人
④年金などの雑所得のある人　
【申告の必要がない人】
①給与所得者で勤務先から市役所に「給与支払報告書」
が提出され、年末調整を済ませている人
②税務署に所得税の確定申告書を提出する人

※所得のない人でも、国民健康保険税や介護保険料の
軽減、国民年金保険料の免除申請、医療福祉制度の
受給、福祉年金の支給、児童手当の支給、所得課税
証明などが必要な人は、必ず申告してください。

※申告に必要なものについては、各戸に配布した「申
告パンフレット」をご覧いただき、申告当日持参し
てください。また、税務署から確定申告の書類が送
られてきた場合は、必ずご持参ください。

※期間中は大変混雑が予想されるため、地区ごとに受
付日を指定しています。「申告パンフレット」で確認
の上、ご協力をお願いします。

　申告会場　
　開設期間　平成20年２月５日（火）～３月17日（月）
　受付時間　午前９時～午後４時（正午～午後１時は

除く）
　※月～金曜日（祝日を除く）の受付けとなりますが、
２月24日（日）・３月２日（日）に限り、日曜日も受
付けます。（ただし、納付はできません。）

〈所得税〉
　受付期間　２月18日（月）～３月17日（月）
　※還付申告のみ１月４日（金）から受付けます。
　　（２月４日までは水戸税務署になります。）
　納付期限　３月17日（月）
〈個人事業者の消費税・地方消費税〉
　受付期間　２月１日（金）～３月31日（月）
　納付期限　３月31日（月）
〈贈与税〉
　受付期間　２月１日（金）～３月17日（月）
　納付期限　３月17日（月）
★申告書の作成は便利な国税庁のホームページで
　国税庁ホームページで、確定申告書が作成できま
す。作成した申告書等はプリントアウトし、添付書
類と合わせて提出できます。（郵送も可）
国税庁HP　http://www.nta.go.jp

受付期間／２月18日（月） ▼３月17日（月）

市県民税・所得税の
申告時期となりました
市役所本所、笠間・岩間支所で、受付けます。
受付時間　午前９時～午後４時

水戸税務署から申告のお知らせ
申告会場➡

水戸税務署には開設しませんのでご注意ください。

水戸税務署　029-231-4253
〒310-8666　水戸市北見町1-17

問合せ

本所税務課・各支所税務課分室問合せ

詳しくは、各戸配布の「申告パンフレット」をご覧ください！

★所得税の住宅ローン控除の還付申告説明会
　給与所得のみ（年末調整済み）で、平成19年中に
住宅ローンを利用して住宅を新築や購入または増改
築等を行った人を対象に、税務署員が、所得税還付
の説明会と申告の受付けを行います。
日時　２月７日（木）　午前10時～（受付９時30分～）
会場　笠間市役所本所　２階　大会議室
※「申告パンフレット」をご覧いただき、必要書類を
ご持参ください。

茨城県職業人材育成センター
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●
岩
間
支
所
庁
舎
の
活
用
に
つ
い
て

　

岩
間
支
所
庁
舎
の
活
用
内
容
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
。

　

市
で
は
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
く
た
め
、

７
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
毎
月
１
回（
全
５
回
）、
市
内
の
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
市
政

懇
談
会（
主
要
施
策
懇
談
会
）を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、５
回
目
と
な
る「
自
治
・
協
働
部
門
」

の
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
笠
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
政
懇
談
会
開
催
経
過

（
11
月
22
日
開
催
）

　

岩
間
支
所
庁
舎
は
２
階
と
３
階
の
大

部
分
が
空
き
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
民
14
名
か
ら
な
る「
笠
間
市
岩

間
支
所
庁
舎
利
活
用
検
討
委
員
会
」で
検
討
を

進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
公

民
館
・
図
書
館
の
機
能
を
基
本
と
し
て
、
可
能

で
あ
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
拠
点
、
子
育
て

支
援
を
加
え
た
複
合
機
能
を
有
す
る
施
設
と
し

て
の
活
用
を
提
案
す
る
」と
い
う
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
と
し
て
は
、
こ
の
提
案
に
沿

っ
て
関
係
各
課
と
の
協
議
や
建
物
の
構
造
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
、
公
民
館
・
図
書
館
・
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
改

修
工
事
を
平
成
20
年
度
に
実
施
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

●
空
き
店
舗
を
利
用
し
た
拠
点
づ
く
り
に
つ

い
て　

ま
ち
づ
く
り
教
室
の
連
絡
や
意
見
交

換
の
場
と
し
て
、
空
き
店
舗
等
を
利
用

し
た
拠
点
づ
く
り
に
協
力
願
い
た
い
。

　

市
内
で
活
動
す
る
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
教
室
だ
け
で
な
く
、男
女
共
同
参
画
、

子
育
て
、
国
際
交
流
、
社
会
福
祉
協
議
会
登
録

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
す
べ
て
の
団
体

の
拠
点
と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
市
で
は
、
公
共
施
設
の
有
効
活
用
や
民

間
施
設
の
利
用
な
ど
活
動
拠
点
整
備
の
方
向
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
広
域
連
携
・
協
働
に
つ
い
て

　

新
た
な
テ
ー
マ
、
広
域
連
携
、
協
働

の
取
組
み
と
し
て
考
え
て
い
る
も
の
は

あ
る
か
。

　

北
関
東
自
動
車
道
は
、
平
成
24
年
３

月
の
全
線
開
通
に
向
け
て
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
の
３
県

は
、
北
関
東
自
動
車
道
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
に
関
す
る
合
同
検
討
会
を
開
催
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
と
も
に
具
体
的
な
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
新
潟

に
よ
る「
北
関
東
・
新
潟
連
携
軸
推
進
協
議
会
」

も
組
織
さ
れ
て
お
り
、
広
域
連
携
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
北
関
東
自
動
車
道
笠
間

西
Ｉ
Ｃ
の
開
通
を
契
機
に
、
茨
城
県
と
県
内
沿

線
８
市
町
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
で「
い
ば
ら

き
北
関
沿
線
地
域
活
性
化
協
議
会
」を
組
織
し
、

沿
線
地
域
の
様
々
な
地
域
資
源
情
報
を
発
信
す

る
な
ど
、
さ
ら
な
る
広
域
連
携
・
協
働
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

●
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

　

市
政
懇
談
会
で
の
市
民
の
声
が
行
政

に
反
映
さ
れ
た
具
体
例
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
。

　

市
民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
た
具

体
例
と
し
て
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」の
ご

提
案
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
市
役
所
の
カ

ウ
ン
タ
ー
に「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん

に
ち
は
」の
ミ
ニ
の
ぼ
り
を
掲
げ
、
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て「
あ
い
さ
つ
運
動
」を
展
開
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
広
報
か
さ
ま
」お
知
ら
せ
版
が

見
づ
ら
い
と
の
ご
指
摘
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
で
き
る
限
り
見
や
す
く
な
る
よ
う
工

夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
事

業
の
重
点
施
策
へ
の
位
置
付
け
、
図
書
館
開
館

時
間
の
延
長
、
岩
間
支
所
の
利
活
用
の
検
討
、

市
政
懇
談
会
の
継
続
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

要
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
行
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
数
多
く
の
ご
提
案
を

笠
間
市
総
合
計
画
基
本
計
画
の
６
つ
の
部
門
ご

と
に
取
り
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
反
映
さ
せ
て

い
ま
す
。

●
市
民
協
働
の
意
味
に
つ
い
て

　

市
民
協
働
と
は
ど
ん
な
こ
と
と
考
え

る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
ど
ん
な

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

市
民
協
働
と
は
、
市
民
・
団
体
・
事
業

者
・
市
が
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
、

公
共
の
利
益
を
増
進
す
る
た
め
に
、
共
通
の
目

的
に
向
か
っ
て
、
対
等
な
立
場
で
努
力
し
、
そ

の
成
果
と
責
任
を
共
有
し
合
う
関
係
と
い
え
ま

す
。
そ
し
て
市
民
協
働
は
、「
自
主
事
業
・
連
携

支
援
型
」「
市
事
業
へ
の
参
加
型
」「
共
同
事
業

型
」の
３
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

え
ま
す
。
市
民
活
動
団
体
と
行
政
が
協
働
す
る

こ
と
で
、
よ
り
柔
軟
な
対
応
や
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
が
可
能
と
な
り
、
市
民
協
働
に
よ
っ
て
創
出

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
、「
新
し
い
公
共
」と
し
て

豊
か
な
地
域
社
会
の
創
造
に
寄
与
す
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
秘
書
課（
内
線
２
２
４
）

❺

皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

自
治
・
協
働
部
門

Ｑ

ＡＱＡ

ＡＱＡ

ＱＡ

Ｑ
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市役所本所で行われた第５回市政懇談会

最終回



【 】
ん
は
、
県
や
市
の
男
女
共
同
参
画
計
画
の

策
定
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
登
場
し
た
の
は
、

本
場
青
森
で
行
わ
れ
た「
津
軽
三
味
線
日

本
一
決
定
戦
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
」
で
優
勝
し

た
川
嶋
志
乃
舞
さ
ん（
笠
間
中
学
校
１
年

生
）。
会
場
で
は
３
曲
を
演
奏
し
、
そ
の

迫
力
あ
る
演
奏
に
、
満
席
の
聴
衆
が
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

究
所
総
務
副
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
山
田
正
人

さ
ん
。「
妻
に
好
き
な
仕
事
を
さ
せ
て
あ

げ
た
い
」
と
、
霞
ヶ
関
の
エ
リ
ー
ト
官
僚

が
史
上
初
の「
パ
パ
の
育
児
休
暇
」を
一
年

間
取
得
し
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
宅
は
、
５
歳
の
双
子
と
２
歳

児
が
い
る
共
働
き
家
庭
。育
児
休
業
は「
育

児
労
働
」
で
あ
る
と
い
う
山
田
さ
ん
は
、

子
育
て
を
体
験
し
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い

喜
び
や
思
い
、
子
育
て
期
に
お
け
る
父
親

の
か
か
わ
り
の
大
切
さ
な
ど
を
、
詰
め
掛

け
た
来
場
者
に
熱
く
語
り
掛
け
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
、友
部
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、

「
か
さ
ま
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
０
７
」（
企
画
・
運
営
▽
笠
間
市
男

女
共
同
参
画
推
進
連
絡
協
議
会
）が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
・
事
業
者
の

取
組
み
を
図
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
テ
ー
マ
は「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

共
に

輝
こ
う　

あ
な
た
と
わ
た
し
」。
男
女
が

共
に
、
仕
事
、
家
庭
生
活
、
地
域
活
動
、

個
人
の
自
己
啓
発
な
ど
、
様
々
な
活
動
を

自
ら
の
希
望
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
仕
事

と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）の
推
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
津
軽
三
味
線
の
演
奏
に
始
ま

り
、
男
女
共
同
参
画
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

三
行
詩
の
入
賞
作
品
の
表
彰
、
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
取
り
組
む「
男
女
共
同
参

画
認
定
事
業
者
」へ
の
認
定
証
の
交
付
、

そ
し
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
満

席（
３
０
０
人
）の
ご
参
加
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

講
演
い
た
だ
い
た
の
は
、
経
済
産
業
研

　

11
月
19
日
、
県
庁
で「
男
と
女
・
ハ
ー
モ

ニ
ー
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、

橋
本
由
合
子
さ
ん（
南
友
部
）が
ハ
ー
モ
ニ

ー
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
橋
本
さ

日　

時

　

１
月
19
日（
土
）午
後
２
時
〜
４
時

　
（
受
付
１
時
40
分
〜
）

会　

場

　

友
部
図
書
館　

２
階
視
聴
覚
室

内　

容

　

講
演「
希
望
の
学
校
」実
践
に
学
ぶ

　

〜
み
ん
な
の
応
援
が
大
き
な
力
に
〜

講　

師

　

駿す
る

渓た
に

ト
ロ
ペ
カ
イ
さ
ん

　
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ「
希
望
の
学
校
」代
表
）

参
加
料

　

無
料

※「
希
望
の
学
校
」は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
女
性
た
ち
に
学
び
の
場
を

提
供
し
、
自
立
を
促
す
た
め
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。同
国
の
現
状
と
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
設
立
に
至
っ
た
行
動
力
を

参
考
に
、
自
ら
希
望
す
る
生
き
方

を
自
己
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　

秘
書
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

　
（
内
線
２
２
６
）

共に広げよう思いやりの輪　合わせて輝く大きな力

か
さ
ま
男
女
共
同
参
画

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
７

チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

共
に
輝
こ
う　

あ
な
た
と
わ
た
し

△参画講座▽

参加者
募　集
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講演する山田正人さん

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
川
嶋
志
乃
舞
さ
ん

講
演「
パ
パ
の
育
休
を
通
じ
て

考
え
る
男
女
共
同
参
画
」

橋
本
由
合
子
さ
ん

「
男ひ

と

と
女ひ

と

・
ハ
ー
モ
ニ
ー

功
労
賞
」を
受
賞

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

〜
津
軽
三
味
線
の
演
奏
〜



〒309-1717　茨城県笠間市旭町305

1,575
1,575
1,575

◇新年会・同窓会ご予約承り中◇

　平成20年４月より、40歳から74歳までの人を対象に、「特定健康診査・特定保健指導」が始ま
ります。この制度は、医療機関にかかるようになる前に、健康管理に気を配り、生活習慣病の前段
階であるメタボリックシンドローム（※）を予防・改善しようという新しい健診（特定健診）と保健指
導の制度です。

新しい健診制度に変わります

　健診は、加入する医療保険者（※）ごとに行いますので、市では、国民健康保険加入者（家族
を含む）と委託された保険者のみの実施となります。その健診結果に基づき、３つのグループ
（情報提供・動機づけ支援・積極的支援）に分け、生活習慣病のリスクに合わせた保健指導が行わ
れるようになります。

　詳しい健診等については、「広報かさま」や「広報かさまお知らせ版」、笠間市保健カレンダー等でお知ら
せします。また、その他の健康診査として、40歳未満及び75歳以上の人の健診、各種がん検診、骨粗し
ょう症検診などは、引き続き市が実施します。

平成20年
４月から

（※）内臓のまわりに付着した脂肪による肥満によって、様々な病気を引き起こしやすくなっている状態をいいます。

（※）国民健康保険や健康保険組合、共済組合などの各医療保険組合をいいます。お持ちの保険証などでご確認ください。

特定健診・特定保健指導の方法

新しい健診・保健指導の流れ

保険年金課　国保グループ（内線139）・健康増進課（☎0296-77-9145）問合せ先

委
託
さ
れ
た
保
険
者
の
加

入
者

国
民
健
康
保
険
加
入
者

40
歳
〜
74
歳

①情報提供
健康な生活を送る
ための情報が提供
される

②動機づけ支援
生活習慣の改善点な
どに気付き、実行で
きるように支援

③積極的支援
健診判定の改善に
向けて実践できる
よう継続的に支援

①情報提供

②動機づけ
支援

③積極的支
援

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診

受
診
結
果
の
お
知
ら
せ

生活習慣の改
善の必要性が
低い人

生活習慣の改
善の必要性が
中程度の人

生活習慣の改
善の必要性が
高い人

治療が
必要な人

医療機関への
受診を勧めます

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡
➡

➡

結果に
基づき
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　平成20年４月から平成21年３月までの一年間、窓
口負担が１割に据え置かれます。
※負担割合が３割の方、後期高齢者医療制度の対象と
なる方は除きます。
◎昨年の制度改正「70歳から74歳の方の窓口負担につ
いては、平成20年４月から２割負担に見直される
こと」とされていたものを据え置くものです。

　なお、被用者保険（※）の被扶養者から後期高齢者医
療制度の被保険者となった方は、平成20年４月から
９月までの６か月間は無料とし、平成20年10月から
平成21年３月までの６か月間は均等割保険料額が９
割減額されます。

◎昨年の制度改正「被用者保険の被扶養者の方につい
　ては、後期高齢者医療制度の被保険者となった日の
　属する月から２年間、均等割保険料額を５割軽減す
　ること」とされていたものを、今回の措置はそれに
　加えて行うものです。

【保険料】①＋②＝保険料額となります。
①均等割　37,462円
②所得割（総所得－基礎控除33万円）×7.6％

（※）会社等に勤めている方の健康保険

　平成20年４月１日現在、75歳以上の方及び65
歳以上74歳以下で障害認定を受けている方が加入
し、都道府県ごとに置かれた広域連合（全市町村加
入）が運営します。

後期高齢者医療制度

　

少
子
高
齢
化
や
労
働
力
人
口
が
減

少
す
る
社
会
に
お
い
て
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
が
そ
の
能
力
を
発
揮
で

き
る
雇
用
環
境
を
整
え
る
た
め
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
改
正
さ
れ
、

平
成
20
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
改
正
法
の
概
要

◆
労
働
条
件
の
文
書
交
付
・
説
明
義
務

◆
通
常
の
労
働
者
と
の
均
衡
の
と
れ

た
待
遇
の
促
進

◆
通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
の
推
進

◆
苦
情
処
理
・
紛
争
解
決
の
援
助
等

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
一
人
で

も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
の
方
へ

①
雇
い
入
れ
の
際
、
労
働
条
件
を
文

書
な
ど
で
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。

②
雇
い
入
れ
の
後
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、

待
遇
の
決
定
に
当
た
っ
て
考
慮
し

た
事
項
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

③
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
か
ら
通
常

の
労
働
者
へ
転
換
す
る
チ
ャ
ン
ス

を
整
え
て
く
だ
さ
い
。

④
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
通
常
の

労
働
者
の
均
衡
の
と
れ
た
待
遇
の

た
め
、
賃
金（
基
本
給
・
賞
与
・
役

付
手
当
等
）は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
職
務
の
内
容
、
意
欲
、

能
力
、
経
験
な
ど
を
勘
案
し
て
決

定
す
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

⑤
通
常
の
労
働
者
と
同
視
す
べ
き
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対
し
て

は
、
す
べ
て
の
処
遇（
賃
金
、
教
育

訓
練
、
福
利
厚
生
等
）に
関
し
て
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
差
別
的
に
取
り
扱
う

こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
か
ら
苦
情

の
申
し
出
を
受
け
た
と
き
は
、
自

主
的
に
解
決
す
る
よ
う
努
め
て
く

だ
さ
い
。

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
方
へ

①
雇
い
入
れ
の
際
、
労
働
条
件
を
文

書
な
ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
雇
い
入
れ
の
後
、
待
遇
の
決
定
に

当
た
っ
て
考
慮
し
た
事
項
を
説
明

し
て
も
ら
え
ま
す
。

③
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
待
遇

は
、
そ
の
働
き
や
貢
献
に
応
じ
て

決
定
さ
れ
ま
す
。

④
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
か
ら
通
常

の
労
働
者
へ
転
換
す
る
チ
ャ
ン
ス

が
生
ま
れ
ま
す
。

⑤
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
事
業
主

の
苦
情
・
紛
争
の
仕
組
み
が
整
え

ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
茨
城
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
２
９（
２
２
４
）６
２
８
８

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
変
わ
り
ま
す

平
成
20
年
４
月
１
日
施
行

7 広報かさま１月号

高齢者医療制度の
見直しについて

70歳から74歳の方の窓口負担について

後期高齢者医療制度における75歳以上の
被扶養者の保険料について

問合せ先：保険年金課　国保グループ（内線140）・年金医療グループ（内線142）
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　東京電力（株）笠間営業センター様より防犯灯20基、水戸ヤクルト販売
（株）友部・岩間・笠間センター様より車椅子８台、画家の飛田硯水様より水
墨画５点をご寄贈いただきました。また、（財）日本ボールルームダンス連
盟東部総局茨城県支局（支局長：関根雪保様）より３万円をご寄付いただき
ました。ご厚志、ありがとうございました。

ご厚志、ありがとうございました。

稲
田
小
学
校
と
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
の

小
学
生
に
よ
る
除
幕
式

▲防犯灯を市長
に手渡す東京
電力笠間営業
所長

　今年ブラジルで行われる日本移民百周年祭に寄与
するため、彫刻家の絹谷幸太さんが制作している
モニュメントが完成し、12月12日、中野組石材工
業（株）の奥山採石場で完成披露祝賀会が開かれまし
た。絹谷さんが制作したのは、稲田産の花崗岩を使

ブラジル日本移民百周年記念モニュメントが完成〔12/12〕
って六大陸をイメージした作品６点で、100トンに
も及ぶ巨大なもの。懸命に生きた日系移民への敬意
とブラジル国民への謝意を込めて制作を決意したも
のです。祝賀会には、関係者のほか、稲田小学校と
在日ブラジル人学校の小学生合わせて約150人が参

　12月９日、笠間公民館大ホールで、歌手の故坂
本九さんのファミリーによるクリスマスコンサート
が開かれました。公演したのは令夫人の柏木由紀子
さん、長女の大島花子さん、次女の舞坂ゆき子さん
の３人。会場のスクリーンには在りし日の九さんの
映像が映し出され、ヒット曲「上を向いて歩こう」「見
上げてごらん夜の星を」などが披露されました。ま
た終盤には、九さんの最後の曲となった「心の瞳」を
稲田中学校の生徒と共に歌い上げ、ほぼ満員の聴衆
から大きな拍手がわき起こりました。九さんは、戦
時中に母の実家がある笠間市に疎開し、柏木さんと
の結婚式も笠間稲荷神社で挙げています。

坂本　九さんファミリーがクリスマスコンサート〔12/９〕

稲田中の生徒たちと歌い上げる九さんファミリー

水
戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売
セ
ン
タ
ー
の

皆
さ
ん

絹谷幸太さん

加し、作品の完成と日
本・ブラジル間の友好
を祝いました。作品は
今年２月に横浜港を出
航し、日本移民と同じ
航路をたどってサンパ
ウロ市のカルモ公園に
設置されます。

▲水墨画の目録
を市長に手渡
す飛田画伯



まちの

話題
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中学校男子
優　勝：桜川市立大和中
準優勝：笠間市立友部第二中
第３位：大洗町立第一中
敢闘賞：笠間市立笠間中
中学校女子
優　勝：小美玉市立美野里中
準優勝：城里町立七会中
第３位：筑西市立協和中
敢闘賞：笠間市立笠間中

　12月２日、水戸市民体育館（青柳公園
内）で、平成19年度赤十字救急法フェス
ティバル（主催：日本赤十字社茨城県支
部）が行われました。この催しは、県民
に救急法の技術や知識に触れる機会を設
け、救急法への関心と赤十字への理解を
深めてもらうことを目的としたもの。当
日は、三角巾本結びリレーや三角巾包帯
リレーなどの競技が行われ、次のとおり
市内の団体が入賞しました。
◆三角巾本結びリレー（オーバー50クラス）
　優　勝：笠間市赤十字奉仕団岩間分団②
　準優勝：笠間市赤十字奉仕団岩間分団①
◆三角巾包帯リレー（オーバー50クラス）
　第３位：笠間市赤十字奉仕団岩間分団①

赤十字救急法
フェスティバル〔12/２〕

　「悪態まつり」は、愛宕神社の北側にある飯綱神社
の十三天狗の祠

ほこら

で行われます。毎年旧暦の11月14
日に行われるのが慣例となっていますが、今年は
12月16日に行われました。13人が白装束で天狗の
格好をし、十三天狗の祠にお供え物をして回ります
が、このとき、参詣者が天狗に向かって悪態を吐き、
天狗に邪魔されながらお供え物を奪い合うという変
わったお祭りです。この供物を持ち帰ると無病息災・
家内安全・五穀豊穣のご利益があり、また、悪態が
幸運をもたらすともいわれており、参詣者たちは先
を争って供物を奪い合いました。

奇祭「悪態まつり」〔12/16〕

ミニバスケット男子
優　勝：前渡
準優勝：北川根
第３位：友部
敢闘賞：笠間
ミニバスケット女子
優　勝：石神
準優勝：坂戸小
第３位：笠間
敢闘賞：岩間

第20回笠間市長杯
バスケットボール大会結果〔12/８・９〕

入
賞
し
た
笠
間
市
赤
十
字
奉
仕
団
岩
間
分
団
の
皆
さ
ん

写真中央の供物を奪われないよう、
青竹を構える白装束の天狗



電 話 番 号 一 覧
笠図笠間図書館 ……………72-5046
友図友部図書館 ……………78-1200
岩図岩間図書館 ……………45-2082
笠保笠間保健センター ……72-7711
友保友部保健センター ……77-9145
岩保岩間保健センター ……45-7888
てらざき保 てらざき保育所 …72-0254
くるす保くるす保育所 ……72-0563

いなだ保いなだ保育所 ……74-2304
ともべ保ともべ保育所 ……77-6105
病 笠間市立病院 …………77-0034
は いこいの家はなさか ……77-5110
笠公笠間公民館 ……………72-2100
友公友部公民館 ……………77-7533
岩公岩間公民館 ……………45-2080
岩海岩間海洋センター ……45-7085

• 笠間･友部地区から岩間地区の
施設への問合せは、（0299）を
つけてください。
• 岩間地区から笠間･友部地区の
施設への問合せは、（0296）を
つけてください。

体育行事はスポーツ振興課に問合せください。☎0296-72-9330

日付 行　　事 健診・予防接種など

19 火
窓口サービス延長【岩間支所】17：30～19：30
いこいの家「はなさか」休館日

健康相談 友保 9：00～11：00 笠保 9：00～11：30
　　　　 岩保 9：30～11：00
心のデイサービス 岩保 10：00～12：30

20 水
窓口サービス延長【市役所本所】17：30～19：30
子育て広場 くるす保  9：00～12：00

心のデイサービス 友保 10：00～15：00
心の相談室 友保  9：30～11：00
離乳食教室 友保  10：00～11：30
リハビリ 笠保 13：00～15：30

21 木

窓口サービス延長【笠間支所】17：30～19：30
子育て交流広場ぽっかぽか 友保 13：00～15：00
子育てサロン9：00～11：30みなみ公民館
（更生保護女性会　甲斐邦子☎0296-72-1477）

両親学級 友保 受付9：30～9：45
心のデイサービス 笠保 10：00～15：00

22 金 ふれあい広場 いなだ保  9：30～11：30

23 土

24 日 休日窓口受付【市役所本所】8：30～12：00

25 月

子育て交流広場ぽっかぽか 友保 13：00～15：00
いこいの家「はなさか」休館日
ふれあい広場 いなだ保  9：30～11：30

リハビリ 友保 13：00～15：30
２歳児歯科検診 笠保 受付13：00～13：10

26 火 窓口サービス延長【岩間支所】17：30～19：30
健康相談 友保 9：00～11：00 笠保 13：00～16：00
BCG 友保 受付13：00～13：20

27 水
窓口サービス延長【市役所本所】17：30～19：30
子育て広場 くるす保  9：00～12：00

心のデイサービス 友保 10：00～15：00
リハビリ 笠保 10：00～15：30
３～４か月児相談 岩保 受付9：45～10：00

28 木
窓口サービス延長【笠間支所】17：30～19：30
子育て交流広場ぽっかぽか 友保 13：00～15：00

リハビリ 岩保 13：15～15：15

29 金 ふれあい広場 いなだ保  9：30～11：30

日付 曜日 病院名 電話番号

3 日
てらだ内科消化器科 （友）0296-70-5500
神里医院 （笠）0296-72-0177

10 日
高瀬医院 （岩）0299-45-2140
河村医院 （笠）0296-72-2121

11 月
わたなべ整形外科 （友）0296-70-5577
磯医院 （笠）0296-74-4790

日付 曜日 病院名 電話番号

17 日
本多内科循環器科医院（岩）0299-37-8556
笠間耳鼻咽喉科 （笠）0296-73-0111

24 日
山本内科小児科医院 （友）0296-71-2232
下田整形外科 （笠）0296-73-0858 医師の都合により、変更することがあります。

確認の上、診療を受け
てください。

2月の休日救急診療当番（9：00～17：00）

10広報かさま１月号　



情報カレンダー 月

日付 行　　事 健診・予防接種など

１ 金 ふれあい広場 いなだ保  9：30～11：30 ２歳児歯科検診 友保 受付13：00～13：20

２ 土

３ 日 休日窓口受付【市役所本所】8：30～12：00

４ 月

子育て交流広場ぽっかぽか 友保 13：00～15：00
いこいの家「はなさか」休館日
ふれあい広場 いなだ保  9：30～11：30

リハビリ 友保 13：00～15：30

５ 火 窓口サービス延長【岩間支所】17：30～19：30
健康相談 友保 9：00～11：00 笠保 9：00～11：30
BCG 岩保  受付13：10～13：20

６ 水
窓口サービス延長【市役所本所】17：30～19：30
子育て広場 くるす保  9：00～12：00

心のデイサービス 友保 10：00～15：00
１歳６か月児健診 友保 受付13：00～13：20
リハビリ 笠保 13：00～15：30

７ 木
窓口サービス延長【笠間支所】17：30～19：30
子育て交流広場ぽっかぽか 友保  13：00～15：00

３～４か月児相談 友保 受付9：00～10：00
心のデイサービス 笠保 10：00～15：00
　　　　　　　　 岩保 10：00～12：30

８ 金
子育て交流広場「てんとう虫」 岩保  10：00～11：30
ふれあい広場 いなだ保  9：30～11：30

BCG 友保  受付13：00～13：20
１歳児相談 笠保 受付9：50～10：00

９ 土

10 日 休日窓口受付【市役所本所】8：30～12：00

11 月
岩間烏（からす）よばり6：00～7：00（岩間伝統行事保
存会☎050-3410-0503）

12 火
窓口サービス延長【岩間支所】17：30～19：30
いこいの家「はなさか」休館日

１歳児相談 友保 受付9：00～10：00
健康相談 友保 9：00～11：00 笠保 9：00～11：30

13 水
窓口サービス延長【市役所本所】17：30～19：30
子育て広場 くるす保  9：00～12：00

心のデイサービス 友保 10：00～15：00
リハビリ 笠保 13：00～15：30 岩保 13：15～15：15

14 木
窓口サービス延長【笠間支所】17：30～19：30
子育て交流広場ぽっかぽか 友保  13：00～15：00

15 金 ふれあい広場 いなだ保  9：30～11：30 ３歳児健康診査 友保 受付13：00～13：20

16 土

17 日 休日窓口受付【市役所本所】8：30～12：00

18 月

子育て交流広場ぽっかぽか 友保  13：00～15：00
いこいの家「はなさか」休館日
ふれあい広場 いなだ保  9：30～11：30

リハビリ 友保 13：00～15：30
マタニティビクス 友保 受付13：15～13：30
BCG 笠保  受付13：00～13：30

FEBRUARYF

2

（建国記念の日）

11 広報かさま１月号



こんにちは市長室です
山口市長

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

　

新
年
を
迎
え
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。
一
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切

る
元
旦
に
あ
た
り
、
行
政
に
お
け
る
人
材
育
成
の
重
要

性
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

終
身
の
計
は
人
を
樹う

う
る
に
如
く
は
な
し
。
一
生
を

か
け
る
な
ら
人
の
育
成
が
最
も
よ
い
…
。
教
育
は
国
家

百
年
の
計
。
企
業
は
人
な
り
。
役
所
も
人
な
り
。

　

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
は
国
家
に
と
っ
て
も
、
成
長

を
続
け
る
企
業
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、
多
様
な
時
代
の

変
革
期
の
行
政
に
と
っ
て
も
、
常
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
人
材
は
大
き
な
財

産
で
も
あ
り
ま
す
。
人
は
石
垣
、
人
は
城
。
人
材
を
育

て
伸
ば
す
こ
と
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
市
の
成

長
に
つ
な
が
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ト
ッ
プ
で
あ
る
私

自
身
の
自
己
研け
ん
さ
ん鑽
も
重
要
で
す
。

　

笠
間
市
は
、
昨
年
よ
り
人
材
育
成
の
た
め
に
研
修
制

度
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
職
員
が
、
個
々
の
持
つ

能
力
を
発
揮
で
き
る
、
そ
し
て
伸
ば
す
た
め
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
を
育
て
る
こ
と
は
、
短
期
間
で
は
効
果
が
見
え
に

く
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
幅
広
い
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
専
門
性

と
柔
軟
性
を
持
ち
、
か
つ
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

日
々
の
仕
事
の
中
に
研
修
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

　

人
材
育
成
に
は
永
い
月
日
も
必

要
で
す
。
本
年
も
そ
の
過
程
の
一

年
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

いなり寿司おひろめパーティー（12／9）
で友部高校演劇部の生徒と
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【小学生低学年の部】
優良賞／
阿内　音 （々南小２年）
【小学生高学年の部】
優秀賞／
柴沼美瑞季（岩間二小６年）
【中学生の部】
優良賞／
大関　　祐（笠間中１年）

【小学生低学年の部】
優秀賞／
神野　凱斗（岩間一小１年）
優良賞／
若菜　直希（岩間三小２年）
【小学生高学年の部】
優良賞／
富田　滉平（南小４年）
太田　梨那（笠間小６年）
【中学生の部】
最優秀賞／
大畠　　遥（南中２年）
優良賞／
晝岡　智史（南中１年）

【笠間市教育長賞】
○近藤　尚也（南中２年）
○高久　陽子（友部中１年）
○松田　佳奈（岩間中２年）
○滝沢　彩水（岩間中３年）
【水戸税務署長賞】
○田口さつき（笠間中３年）
○笹島　良太（東中３年）
○長谷川　翔（南中１年）
○飯島　勇人（友部中２年）
○安見　弥生（岩間中１年）
【水戸国税モニター会長賞】
○瀬谷　志穂（南中１年）
○安部　　瞳（岩間中３年）

【笠間市長賞】
○稲田　実紗（笠間中３年）
○臼井　彩夏（友部中１年）
○古渡　拳人（友部中２年）
○柴山美紀子（岩間中３年）

【全国納税貯蓄組合連合会優秀賞】
○関　　俊介（友部中３年）
【茨城県納税貯蓄組合連合会長賞】
○榎本　舞花（笠間中２年）

【水戸国税モニター会学校賞】
○岩間中学校
○東中学校
【全国納税貯蓄組合連合会感謝状】
○友部中学校
【水戸地区納税貯蓄組合

連合会感謝状】
○笠間中学校

【茨城県知事賞】
○長谷川香奈（岩間中３年）
【茨城県租税教育推進協議会長賞】
○阿内日奈子（南中３年）
【水戸地区納税貯蓄組合
　　　　　　　　　連合会長賞】
○米川　　諒（友部中３年）
【水戸地区納税貯蓄組合

連合会優秀賞】
○小松崎友理（東中３年）
○井上　結唯（笠間中３年）
○佐藤　真吾（友部二中３年）
○池田　円佳（岩間中３年）
○川上　裕貴（稲田中３年）
○菅谷　　壮（友部中２年）
○笹嶋　大輔（南中３年）

標語及び作文募集
協力校表彰

標語の部（敬称略）

作文の部（敬称略）

ポスターの部（敬称略）

標語の部（敬称略）

平成19年度　涸沼水質浄化
ポスター・標語の入賞者

平成19年度　税に関する
中学生の標語及び作文表彰者



ホット健康　　　ライン 保健センター
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★１日の適量の目安を知りましょう。

　　・日　本　酒：１合（180ml）
　　・ビ　ー　ル：中ビン１本（500ml）
　　・ウイスキー：ダブル１杯（60ml）
　　・焼　　　酎：0.5合（90ml）

★食事をしながらゆっくり飲みましょう。
　（血中アルコール濃度が急激に上昇するのを防
ぎます。）

楽しくお酒を飲むには・・・

　お酒は適量を楽しく飲んでいれば「百薬の長」。しかし、飲みすぎると肥満や肝障害など様々な病気を
引き起こしますので、節度ある飲酒を心がけましょう。
　また、お酒の適量には個人差もあることから、自分の体質を知ることが大切です。

食生
活改善推

進員が紹介する

さっぱりした梅ようかんです。梅の花の季節を先取りしてみま
せんか。

材料
【黒豆】（12人分）
黒豆……………………………300g
　　水…………………………８カップ
　　砂糖………………………180g
Ａ　しょう油…………………大さじ２
　　重曹………………………小さじ１/２
　　塩…………………………小さじ２/３

【梅ようかん】（30㎝×15㎝の流し缶1/2量）
梅干し…………………………８個
粉寒天…………………………１袋（４g）
水………………………………550cc
砂糖……………………………60g
白あん…………………………400g

簡単黒豆煮の作り方
①　豆は洗ってザルにあげ、Aの調味料を混ぜ
た中に一晩つける。
②　そのまま火にかけ、煮立ったあくをすく
い、鍋の表面が静かに沸騰を保つくらいに
火を弱めて、落し蓋をして５～６時間煮る。
豆に絶えず煮汁がかぶるように、煮汁が少
なくなったら豆ぎりぎりの線まで水を足す。
煮えたらそのまま置き、味をふくませる。

梅ようかんの作り方
①　梅干しは多めの水で２回位ゆでこぼし、煮
立ったら火を止めてそのまま一晩おいて塩
だしする。
②　鍋に粉寒天・水・砂糖を入れて煮とかし、火
からおろして①の梅干しを裏ごしして加え、
よく混ぜる。色が薄いようなら食紅を少量の
水で溶いて加える。
③　②の中に白あんを入れてよく混ぜて、水で
ぬらした容器に流し入れ、冷やし固める。

簡単黒豆煮と梅ようかん

【簡単黒豆煮】
栄養素量（１人分）
エネルギー…164kcal　たんぱく質…9.1g　脂質…4.8g　塩分…0.4g
【梅ようかん】
栄養素量（１人分）
エネルギー…72kcal　たんぱく質…3.3g　脂質…0.2g　塩分…0.1g

⎛
⎝

★塩分・脂っこい食べ物の摂りすぎに気をつけま
しょう。
　（枝豆・豆腐等の大豆製品や野菜など、良質なた
んぱく質やビタミンの豊富な食べ物を摂りまし
ょう。）
★週に２日は休肝日を設けましょう。
　（アルコールはほとんどが肝臓で分解されます。
酷使すると障害が出てきます。）

　肝臓は沈黙の臓器。障害がかなり進行しないと
自覚症状として現れません。早期発見が大切です
ので、年に１度は定期健診を受けましょう‼

お酒は
適量を守りましょう！！
お酒は
適量を守りましょう！！
お酒は
適量を守りましょう！！



こうみんかん

活動中です

笠間公民
館　 ☎

0296-7
2-2100

友部公民
館　 ☎

0296-7
7-7533

岩間公民
館　 ☎

0299-4
5-2080

ギターデュオ「いちむじん」コンサート開催

笠間公民館講座後期「かさまっこクラブ」募集

岩間公民館講座「花を飾る」募集

お知らせ
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◇観客からのコメント
　“いちむじん”というクラシックギターのデュオ
を初めて聴きました。
　クラシックの楽曲と現代の楽曲。中でもリクエ
スト曲「アルハンブラの思い出」を奏でてくれた時
には、私自身好きな曲だけにうれしかったです。
　ユニークなトークを交えてのとても素晴らしい
演奏会で、癒しのひと時を過ごせました。

　インファントマッサージを行いながら親子の絆を
深め、赤ちゃんの心と体の発達を促します。
期　　日　２月21日・27日、３月４日・13日　全４回
時　　間　午前10：00～正午
会　　場　笠間公民館　２階和室
講　　師　助産師　永長　一乃さん
対　　象　平成20年２月で１歳未満
定　　員　15組
参 加 料　4,000円（４回分）初日徴収
申込期限　２月10日（日）
申込方法　笠間公民館（☎0296-72-2100）に電話

又は直接お申し込みください。

　活動日は毎月１回土曜日。小学１年生から３年生
までの仲間づくりと体験型講座です。以前から大人
気の講座ですが、今年度も応募が多いため、定員
30名のところを35名に増やして活動しています。
月に一度、６つの小学校から集まる“わんぱく”たち
が元気に遊びます。
【受講生の声】大原小学校２年　嶋田　麻紀さん
　わたしは、月に１回わんぱく教室に行っています。
わんぱく教室では、いろいろなことをやります。一
番楽しかったのは、キーホルダー作りです。なぜか
というと、今までで一番絵がじょうずにかけたから
です。アイスクリーム作りやとうげいも楽しかった
けど、やっぱり一番は、ほかの学校のお友だちがた
くさんできたことです。

友部公民館講座「わんぱく教室」の紹介

　アレンジメントフラワーでお部屋に春を飾ってみ
ませんか。
日　　時　２月17日（日）
　　　　　午前10時～11時30分
場　　所　岩間公民館
参 加 費　2,500円（当日徴収）
対　　象　成人の方
定　　員　20名
申込期限　２月８日（金）午後５時まで
申込方法　岩間公民館（☎0299-45-2080）に電話

又は直接お申し込みください。

おもしろ理科先生の理科実験

12月２日　笠間公民館　大ホールにて

　長らくお待たせしました。12月から友部公民館
のパソコン教室がはじまりました。これからも行う
予定ですので、広報かさま「お知らせ版」をご確認く
ださい。ご応募、お待ちしています。



書籍・CD・
DVD と し よ か ん 笠間図書館　☎0296-72-5046

友部図書館　☎0296-78-1200
岩間図書館　☎0299-45-2082

問合せ

15 広報かさま１月号

　笠間図書館では、保存期間が経過して除籍した雑
誌や寄贈図書の一部を、当館利用者の皆さんに提供
します。
日　　時　２月22日（金）
　　　　　　午前９時30分～午後７時まで
　　　　　２月23日（土）
　　　　　　午前９時30分～午後５時まで
会　　場　笠間図書館　２階ホール
提供資料　図書等　　　約4,000冊
　　　　　除籍雑誌　　約2,000冊
※雑誌は、提供できないものがあります。図書館内
のリストをご覧ください。

そ の 他
・利用にあたって、一冊10円程度の寄付にご
協力ください。

・寄付金は、笠間市社会福祉協議会に贈呈
し、社会福祉に役立てます。

・資料を持ち帰る袋をご用意ください。

◆おはなし会
（０～３歳向け　午前11時～11時20分）
２月１日（金）　「おにはーそと！」ほか
２月15日（金）　「にらめっこしましょ　あっぷっぷ！」ほか
◆おはなし会
（４～６歳向け　午後２時～２時30分）
２月３日（日）　「ないたあかおに」ほか
２月10日（日）　「あかがいちばん」ほか
２月17日（日）　「かさじぞう」ほか
２月24日（日）　「きみの町に星をみている
　　　　　　　　ねこはいないかい」ほか
◆ビデオ映画上映会（午後２時～）
２月16日（土）　「大列車強盗」（92分）

笠間図書館

◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
２月３日（日）　「999ひきのきょうだいのおひっこし」ほか
２月16日（土）　「さるかに」ほか
◆みんなおいでよ（0～6歳向け　午前10時30分～）
　１月27日（日）　「あったかくてだいすき」ほか
◆名作映画会（午後2時～）
１月27日（日）　「スーパーマン」（144分）
◆ギャラリー
　１月15日（火）～１月27日（日）　「写真展」写真有志の会
　１月29日（火）～２月10日（日）　茨城写真連盟県西支部

友部図書館

◆おはなしのとびら（午前10時～10時30分）
２月９日（土）　「てぶくろ」ほか

岩間図書館

※行事等は、各館にお問い合わせください。

笠間図書館リユースフェア開催

　館内資料整理点検のため、次の期間、友部図書館
が休館になります。
期間：２月20日（水）～２月28日（木）
※休館期間中でも、ブックポストへの返却ができま
　す。その際、CD・ビデオ・DVDは、こん包をお願
　いします。
※笠間図書館、岩間図書館は開館しています。

友部図書館休館日のお知らせ

　笠間市立図書館では、保健センターで行う３・４
か月児相談の際に、図書館職員とボランティアが出
向き、絵本などを手渡しながらメッセージを伝える
「ブックスタート事業」を行っています。
　３・４か月児相談に参加できなかった場合には、
「ブックスタートパック引換券」を持参すれば、各地
区の図書館の窓口で受け取ることができるようにな
りました。
　引換券は、保健センターからの案内通知文書に同
封されています。
　ぜひ、ご利用ください。

ブックスタートパックが図書館で受け取れます

　市内ボランティアグループが収録した「広報か
さま」「広報かさまお知らせ版」などの音訳テープ
を、視覚障害者の方などを対象に貸し出していま
す。どうぞご利用ください。

音声サービス



このコーナーでは、皆さんのお気に入りの作品を紹介させていただきます。絵
画･書道･俳句･短歌･写真･イラストなどの作品を募集しています。必ず住所、
氏名（ぺンネームの場合、本名も併記）を記入し、お送りください。掲載させて
いただいた人には、薄謝を進呈します。

〒309-1792 笠間市中央３-２- １
 笠間市役所市長公室秘書課　広報広聴グループ

申込み・問合せ
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●    ●    ●  －Life Long Learning－

問合せ　生涯学習課（内線72233）

※Life Long Learning ＝生涯学習

生涯学習だより⑪生涯学習だより⑪

子ども会の“お祭り”【子どもフェスティバル】開催‼
　去る11月10日（土）、北関東自動車道笠間西IC開通記念イベ
ント会場において、笠間市子ども会育成連合会主催による『第
１回子どもフェスティバル』が開催されました。
　子ども会ブースで行われた「アームレスリング」や「スナッグ
ゴルフ」には、お父さんさんやお母さんたちと一生懸命にチャ
レンジする子どもがたくさんいました。
　ウォーキングコースを歩きながらクイズを解いていく「クイ
ズラリー」では、日ごろ歩くことのできない高速道路をゆっく
りと踏みしめながら、親子のふれあいを育みました。
　午後からは、中央テントにおいて【夏休み作品展】入賞者の表

彰式が行われ、湊会長から、賞状と賞品が授与されました。
　メインイベントである「ウルトラクイズ」には、市内外の子ど
もたちが大勢参加し、笠間市の自然や文化、高速道路にちな
んだ難問・珍問に悪戦苦闘しながら、豪華賞品をゲットするた
め、激戦を繰り広げました。
　肌寒い天候でしたが、参加した子どもたちはみんな元気い
っぱいで、寒さなんかどこかへふっ飛び、楽しい時間を過ご
すことができました。
　子どもフェスティバルは来年も開催しますので、皆さんぜ
ひ来てくださいね‼

やったぁ。豪華賞品、ゲットだぜ!!!ぼくの方が強いぞッ‼

さ
す
が
、
お
父
さ
ん
。



 

かさま
このコーナーでは、市民の皆さ
んが自らの活動で地域貢献して
いる団体等を紹介します。

市民力

優良団体として表彰を受ける
子どもたち

みんなで楽しくバーベキュー
（城里町）

全国子ども会連合会より表彰を
受けました

敬老会で歌を披露
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　稲荷町子ども会は、昭和25
年10月に設立しました。活動
内容は、球技大会、キャンプ、
祇園祭、ラジオ体操、笠間の
まつり、敬老会、近森稲荷神社
の例大祭、クリスマス会など
です。これらの行事への参加
や開催に当たっては育成会
も支援をしていますが、子ど
も会長を中心に、未就学児か
ら中学生までが意見を出し
合って内容を考えています。
　子ども会として唯一の参
加となった笠間のまつりで
は、今年は「ぶた」のねぶたを
作り、骨組みから紙を張る作
業まで、子ども会と育成会が
一体となって行い、完成させ
ました。その結果、「光のオ
ブジェの部」で優勝を飾るこ
とができました。これからも
元気に明るく活動していき
たいと思います。

シリーズ●⑲ 笠ふるさと間に生きる

代表者　会　　長　塚本　麻友（笠間）
　　　　副 会 長　小野友香梨（笠間）
　　 　 育成会会長　高丸　淳己（笠間）
設　立　昭和25年10月
会　員　48名

稲荷町
子ども会

　稲荷町子ども会は、優良団体とし
て平成18年11月に茨城県優良子ど
も会表彰を茨城県知事よりいただ
き、昨年８月には全国子ども会連合
会の表彰をいただきました。これは、
日ごろより子どもたちが積極的に活
動していることを評価していただい
た結果だと思っています。
　今年も、夏休みには山びこの郷で
バーベキューをしたり、祇園祭や笠
間のまつりなどに参加したりしまし
た。笠間のまつりのPRということ
で、NHKにも出演しました。また、
ラジオ体操は約35日間も続けること
ができ、子どもたちにとって様々な
体験ができた夏休みだったと思って
います。今後も元気な笠間のまちづ
くりに、町内会、育成会、子ども会
一体となって活動をしていきたいと
思います。

高
丸淳己さん（育成会会

長）

よ
り

会員の皆さん

子どもによる子ども会
運営を目指して



コ
ー
ナ
ー

Information

情
報

募　

集

■申は申込み先、
■問は問合せ先です。

笠間市は、事業所や商店等の振興と市の新たな財源を確保するため、有料広告を掲載しています。
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観
光
大
使
募
集
」係

☎
０
２
９
６（
７
７
）１
１
０
１

（
内
線
５
１
１
）

平
成
20
年
度
県
民
交
通
災
害

加
入
者
募
集

　

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通

事
故
に
よ
る
災
害
の
救
済
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
笠
間
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
方
は
、
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

年
会
費
▼
大
人
９
０
０
円
、
中
学

生
以
下
５
０
０
円

共
済
期
間
▼
平
成
20
年
４
月
１
日

（
４
月
１
日
以
降
の
加
入
は
申
込
日

の
翌
日
）〜
平
成
21
年
３
月
31
日

対
象
事
故
▼
国
内
の
道
路
上
を
運

行
中
の
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、

自
転
車
な
ど
の
交
通
事
故

受
付
開
始
▼
２
月
１
日
㊎

申
込
方
法
▼
本
所（
友
部
地
区
）・

笠
間
支
所（
笠
間
地
区
）・
岩
間
支

所（
岩
間
地
区
）に
加
入
申
込
書
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
地

区
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
平

成
20
年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
登

録
）

※
加
入
申
込
書
の
送
付
は
し
ま
せ
ん
。

■申
・
■問
本
所
市
民
活
動
課（
内
線
１

３
５
）、
笠
間
支
所
生
活
課（
内
線

７
２
１
２
１
）、
岩
間
支
所
生
活

課（
内
線
７
３
１
６
２
）

普
通
救
命
講
習
会
の
参
加
者

募
集

　

一
人
で
も
多
く
の
命
が
救
わ
れ

る
よ
う
、
質
の
高
い
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
１
月
27
日
㊐　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分（
集
合
午

前
９
時
15
分
ま
で
）

会
場
▼
友
部
公
民
館　

１
階
多
目

的
ル
ー
ム

受
講
資
格
▼
笠
間
市
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

受
講
料
▼
無
料

定
員
▼
30
名（
先
着
順
）

※
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ

　

単
位
で
も
講
習
会
を
開
催
し
ま

　

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
友
部
消
防
署
救
急
係

☎
０
２
９
６（
７
８
）０
１
１
９

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
20
年
度

の
第
一
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
に
よ
る
授
業
と
面
接
授
業
を
受

け
て
単
位
を
修
得
す
る
通
信
制
の

大
学
で
、
教
養
学
部
と
大
学
院
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
、教
養
学
部
が
、

４
年
間
以
上
在
学
し
て
学
士
の
習

得
を
目
指
す
全
科
履
修
生
、
希
望

す
る
科
目
を
一
年
間
学
ぶ
選
科
履

修
生
、
半
年
間（
一
学
期
）学
ぶ
科

目
履
修
生
で
す
。
入
学
試
験
は
あ

り
ま
せ
ん
。
大
学
院
は
修
士
選
科

生（
一
年
間
）と
修
士
科
目
生（
半

年
間
）で
す
。

　

希
望
者
に
は
募
集
要
項（
願
書
）

を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。
電
話
、

は
が
き
等
で
左
記
ま
で
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

願
書
提
出
期
限
▼
２
月
29
日
㊎

■申
・
■問
放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン

タ
ー　

〒
３
１
０
―
０
０
５
６

水
戸
市
文
京
２
―
１
―
１（
茨
城

大
学
内
）

☎
０
２
９（
２
２
８
）０
６
８
３



１月の納税

■市県民税
　　（第４期）

■国民健康保険税
　　（第８期）

納付期限は
１月31日（木）

テレフォンサービス
（☎0296-77-9711）
１月14～22日／福祉作
文「福祉は笑顔」
１月23～31日／民話「夕
陽を呼びもどした長者」
２月１～10日／ボラン
ティアサークル紹介「岩
間支所」

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告
（10月23日）
　・最終処分場モニタリング
　・溶融処理施設モニタリング
　・モニタリング住民公表について
　資料により事業団から説明を受けた。
　また、モニタリングの住民公表について、市ホームペー
ジで公表するよう要望を受けた。
　
　次回、監視活動計画について承認を得た。次回、監視活動計画について承認を得た。次回 監視活動計画に 承認を得た

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

笠
間
市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｅ
メ
ー
ル
、
本
所
・
支
所
備
付

け
の
ご
意
見
箱
、
お
手
紙
等
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■問
秘
書
課（
内
線
２
２
４
）

第４回クールシュヴェール国際音楽アカデミー inかさま　平成20年３月21日（金）～30日（日）
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県
立
石
岡
第
一
高
等
学
校
定

時
制
成
人
特
例
入
学
者
募
集

　

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
高
校
へ
入

学
・
卒
業
し
な
か
っ
た
成
人
を
対

象
に
設
け
ら
れ
た
成
人
特
例
選
抜

制
度
で
す
。学
力
検
査
は
行
わ
ず
、

調
査
書
、
面
接
、
作
文
で
選
抜
し

ま
す
。

応
募
資
格
▼

①
県
内
在
住
・
在
勤
で
、
中
学
校

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒

業
し
て
い
る
方
。

②
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
で
満

　

20
歳
以
上
の
方
。

募
集
定
員
▼
40
名（
一
般
入
学
、

成
人
特
例
入
学
を
合
わ
せ
て
）

願
書
提
出
期
間
▼
２
月
１
日
㊎
、

４
日
㊊
、
５
日
㊋

選
抜
期
日
▼
３
月
５
日
㊌

■申
・
■問
石
岡
第
一
高
等
学
校

☎
０
２
９
９（
２
２
）４
１
３
５

水
田
農
業
条
件
整
備（
暗
き

ょ
排
水
）事
業
へ
の
助
成
に

つ
い
て

　

水
稲
や
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

等
の
品
質
向
上
を
図
る
た
め
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
創
意
工
夫
に

よ
る
排
水
対
策
を
実
施
し
、
土
地

条
件
を
整
備
し
た
農
業
者
に
助
成

を
し
ま
す
。

　

補
助
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す

が
、
ご
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
主
体
▼
農
業
者
、営
農
集
団
、

集
落
営
農
組
織

採
択
要
件
▼
前
年
度
及
び
当
該
年

度
に
生
産
数
量
調
整
を
１
０
０
％

達
成
し
て
い
る
こ
と
。

補
助
率
▼
暗
き
ょ
排
水
工
事
の
資

材
費
一
部
補
助（
竹
管
／
１
ｍ
当

た
り
４
０
０
円
以
内
、
土
管
・
塩

ビ
管
／
１
ｍ
当
た
り
６
０
０
円
以

内
）

■申
・
■問
本
所
農
政
課（
内
線
５
２

６
）又
は
各
支
所
農
政
課
分
室

屋
外
広
告
物
の
簡
易
除
却
の

実
施
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
ま
ち
の
良
好
な
景
観

を
保
全
す
る
た
め
に
、
違
反
広
告

物
の
簡
易
除
却
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
地
域
▼
市
内
全
域

対
象
広
告
物
▼
無
許
可
で
街
路

樹
、
電
柱
、
道
路
標
識
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
等
に
表
示
し
て
あ
る
は
り

紙
、
立
看
板
、
広
告
旗
等
の
広
告

物実
施
期
間
▼
２
月
中
旬
〜
下
旬

※
詳
し
い
内
容
な
ど
、
屋
外
広
告

　

物
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
次
へ
。

■問
本
所
都
市
計
画
課（
内
線
５
８

６
・
５
８
７
）

不
動
産
の
公
売
案
内

　

一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札

に
よ
り
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

　

午
後
０
時
50
分
か
ら
受
付
を
開

始
し
、
午
後
１
時
か
ら
入
札
に
つ

て
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

日
時
▼
３
月
４
日
㊋　

午
後
１
時

20
分
〜
２
時

場
所
▼
水
戸
合
同
庁
舎
２
階
大
会

議
室（
水
戸
市
柵
町
１
―
３
―
１
）

公
売
対
象
不
動
産
▼
売
却
区
分
番

号
▽
１
９
―
４
７
、
見
積
価
格
▽

２
５
０
万
円
、
公
売
保
証
金
▽
25

万
円
、財
産
の
表
示（
登
記
簿
に
よ

る
表
示
）▽
笠
間
市
押
辺
字
下
原
２

５
９
９
番
９
５（
畑
・
５
５
８
㎡
）

※
農
地
に
つ
き「
買
受
適
格
証
明

　

書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■申
・
■問
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

☎
０
２
９（
２
２
５
）１
２
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

ibaraki-sozei.jp/

税
理
士
に
よ
る
還
付
申
告
無

料
相
談
に
つ
い
て

　

税
理
士
事
務
所
に
お
い
て
、
次

の
方
の
う
ち
小
額
な
還
付
申
告
相

談
及
び
申
告
書
の
作
成
を
無
料
で

行
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
税
理

士
事
務
所
へ
事
前
に
電
話
連
絡
を

し
た
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
２
月
12
日
㊋
・
13
日
㊌

事
前
電
話
連
絡
の
受
付
時
間
▼

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

対
象
者
▼

①
年
金
を
受
け
て
い
る
方

②
給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
を

受
け
よ
う
と
し
て
い
る
方

③
年
の
途
中
で
退
職
又
は
就
職
し

た
方

■問
関
東
信
越
税
理
士
会
水
戸
支
部

☎
０
２
９（
２
２
１
）８
７
８
６

グ
リ
ー
ン
桂「
う
ぐ
い
す
の

里
」・
城
里
家
族
旅
行
村「
ふ

れ
あ
い
の
里
」・「
山
び
こ
の

郷
」　　
　
　
　

（
城
里
町
）

　

城
里
町
に
あ
る
３
つ
の
キ
ャ
ン

プ
場
の
平
成
20
年
度（
４
月
１
日

〜
）の
予
約
受
付
け
は
２
月
１
日

㊎
か
ら
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■申
・
■問

う
ぐ
い
す
の
里
管
理
事
務
所

☎
０
２
９（
２
８
９
）４
３
２
１

ふ
れ
あ
い
の
里
管
理
事
務
所

☎
０
２
９（
２
８
８
）５
５
０
５

山
び
こ
の
郷
管
理
事
務
所

☎
０
２
９
６（
８
８
）３
１
５
７

案　

内

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

水
戸
地
方
広
域

市
町
村
圏
協
議
会



かさま探訪 市内の施設や観光スポットを紹介します

この印刷物は環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

○ 広報かさまに掲載されている
あなたの写真を差し上げます。
お問合せは秘書課（内線225）まで。

○市ホームページモバイル版
　では、行政･災害などのさ
　まざまな情報をお届けして
　います。
　アドレス
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile/

笠間西I.C. 笠間吾国山
（518m）
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吾
わがくに さ ん

国山と吾国山洗
せんしん か ん

心館（洗心館：笠間市本戸4943）

21

自
然
の
宝
庫
、
吾
国
山
と
吾
国
山
洗
心
館

　

吾
国
愛
宕
県
立
自
然
公
園
内
に
あ
る
吾
国
山（
標
高

５
１
８
ｍ
）の
山
頂
付
近
に
は
、
市
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
カ
タ
ク
リ
群
生
地（
昭
和
58
年
４
月

19
日
指
定
）や
ブ
ナ
林（
平
成
18
年
２
月
24
日
指
定
）が

あ
り
ま
す
。
カ
タ
ク
リ
は
毎
年
４
月
上
旬
ご
ろ
可
憐

な
花
を
咲
か
せ
、
ブ
ナ
林
に
は
幹
周
り
３
ｍ
を
超
す

巨
樹
が
10
本
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
野
鳥
や

山
野
草
等
も
多
く
生
育
す
る
吾
国
山
は
、
ま
さ
に
貴

重
な
自
然
の
宝
庫
で
す
。

　

中
腹（
３
５
０
ｍ
）
に
は
、
茨
城
県
が
運
営
す
る
研

修
・
宿
泊
施
設
の「
吾
国
山
洗
心
館
」が
あ
り
、
小
中
学

生
や
保
護
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
自
然
を
生
か
し
た

活
動
を
数
多
く
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
か

ら
の
眺
望
は
す
ば
ら
し
く
、
特
に
研
修
棟
か
ら
の
南

方
眼
下
に
は
八
郷
盆
地
が
一
望
で
き
、
朝
夕
の
眺
め

は
格
別
で
す
。

　

愛
宕
山
・
難な

ん
た
い台
山
・
吾
国
山
縦
走
コ
ー
ス（
約
６
時

間
）、
吾
国
山
コ
ー
ス（
約
４
時
間
）、
道
祖
神
峠
・
吾

国
山
コ
ー
ス（
約
１
時
間
30
分
）
な
ど
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
も
充
実
し
て
い
る
吾
国
山
へ
、
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【
吾
国
山
洗
心
館
】

◆
使
用
条
件　

原
則
と
し
て
５
名
以
上
の
団
体

◆
問

合

せ　

☎
０
２
９
６（
７
４
）２
５
５
１

　
　
　
　
　
　

℻  
０
２
９
６（
７
４
）４
１
９
０

【
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
】

◆
問

合

せ　

商
工
観
光
課（
内
線
５
１
１
）

【
吾
国
山
の
市
の
天
然
記
念
物
に
つ
い
て
】

◆
問

合

せ　

生
涯
学
習
課（
内
線
７
２
２
３
１
）

人口と世帯数　（常住人口12.1現在）
●人　口 80,599 人（－ 59）
　　　男 39,466 人（－ 27）
　　　女 41,133 人（－ 32）
●世帯数 27,599世帯（＋ 108）

（前月比）

吾国山洗心館研修棟からの眺望（右奥は筑波山）

市の天然記念物　
吾国山のブナ林の巨樹

MAP


